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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業226企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 業況は、小売業・不動産業で改善

10月～12月期の概況

1月～3月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△3.5、当期実績比5.8ポイント改善の見込
　来期は、製造業・卸売業・小売業・建設業・不動産業で改善を見込んでいます。項目別では、売上判断D.I
が当期実績比8.8ポイント、収益判断D.Iでも同6.7ポイントの改善を見込んでいます。また、販売価格判断
D.Iにおいては同1.3ポイントの低下を見込んでいます。雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績比
2.7ポイント低下、また、残業時間D.Iは4.5ポイントの増加見通しとなっています。当面の重点施策でも、
「経費の節減」が49.1％、「販路を広げる」が38.5％、「人材を確保する」が22.1％と上位になりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企業の
割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は
△9.3と、2019年7～9月期(前期)の調査より2.7ポイント低下し、
景況感はわずかに悪化しました。
　業種別では、製造業で2.8ポイント、卸売業で18.1ポイント、
サービス業で13.0ポイント、建設業で6.4ポイント低下しましたが、
小売業で14.6ポイント、不動産業で10.8ポイント改善しました。
　項目別では、売上判断D.Iが△3.5と前期比2.7ポイント、収益判
断D.Iにおいても3.5ポイントともに改善しました。また、前年同期
比売上額判断D.Iは△8.8、前期比5.3ポイント、同収益判断D.Iでも
△9.7、同8.4ポイントともに低下しました。
　雇用面では、人手過不足D.Iが△15.9と前期比3.1ポイント改善し、
人手不足感がやや緩和しました。また、前期比残業時間D.Iにおいては同1.8ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が前期比1.3ポイント低下し、借入難易度では、特に大きな変化は見られ
ませんでした。経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」・「同業者間の競争激化」がそれぞれ28.3％、
「人手不足」が26.1％と上位に挙げられました。
　また、特別調査の「2020年（令和2年）の経営見通し」について、「2020年の日本の景気をどのように見
通していますか」の質問に対し、｢普通｣が51.3％と最も多く、次いで｢やや悪い｣が24.8％という結果となりま
した。（詳しくは8～9ページに掲載しています）
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〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 元年7月～元年9月 元年10月～元年12月 ２年1～3月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断Ｄ.Ｉは、２.７ポイント低下し△９.３。来期は、５.８ポイント改善し△３.５の見通し。

業況判断D.Iは、２.８ポイント低下し△８.５。来期は、７.１ポイント改善し△１.４の見通し。

業況判断D.Iは、１８.１ポイント低下し△３３.３。来期は、９.１ポイント改善し△２４.２の見通し。

業況判断D.Iは、１４.６ポイント改善し△１２.２。来期は、２.４ポイント改善し△９.８の見通し。

業況判断D.Iは、１３.０ポイント低下し△３.３。来期は、１０.０ポイント低下し△１３.３の見通し。

業況判断D.Iは、６.４ポイント低下し８.８。来期は、１４.７ポイント改善し２３.５の見通し。

業況判断D.Iは、１０.８ポイント改善し△５.９。来期は、１１.８ポイント改善し５.９の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

明けましておめでとうございます

結 城 信 用 金 庫
 　　理 事 長   石　塚　清　博

　令和２年の初春を迎え、謹んで新年のごあいさつを申しあげます。
　旧年中は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
　今後とも地域社会の繁栄に向けて役職員心を一つにして　　　　　　　　　　
精進してまいる所存でございます。
　本年もより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ1＿10

 Number.102
（2019.10～12月期）

結城信用金庫営業統括部



　業況判断D.Iは△8.5、前期比2.8ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△2.8と前期比5.8ポイント、収益判断D.Iでも△2.8と同4.3ポイントともに
改善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△9.9、前期比7.0ポイント、同収益判断D.Iは△8.5、同
8.5ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△11.3と前期比11.6ポイント改善し、人手不足感がやや緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは△5.6と前期比8.5ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が21.1％（前期27.1％）、「予定あり」が16.9％（前期14.3％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は8.5％（前期12.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「人手不足」が32.4％、｢売上の停滞・減少｣が31.0％、「同業者間の競争激化」が
18.3％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△1.4、当期実績比7.1ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比14.1ポイ
ント、収益判断D.Iでも同8.4ポイントともに改善を見
込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比
1.4ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比7.0ポイント低下、残業時間D.Iは同11.2ポイント増
加の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が49.3％、
「経費の節減」が45.1％、「人材を確保する」が
29.6％と上位に挙げられました。

　消費税増税の影響は想定していたより少ない。尚、若手人員の確保と老朽化した
設備の更新を検討しなくてはならない。
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10月～12月期の概況

1月～3月期の見通し
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10～12月の
実　績

1～3月の
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【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 22.5  66.2  11.3 

 15.5  66.2  18.3 

 19.7  66.2  14.1 

 16.9  63.4  19.7  14.1  63.3  22.6 

 14.1  70.4  15.5 

 7.0 91.6 1.4 

 12.7  84.5  2.8 

■ 製 造 業 回答企業数71企業（回答率98.6％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9
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問4 貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。

問5 10月以降の貴社の経営は、消費税率引上げ前の見通しと比べて、どのような影響を受けて
いますか。

売上げの減少
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問3 2020年において貴社の売上額の伸び率は、2019年に比べておおよそどのくらいになると
見通していますか。
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　業況判断D.Iは△33.3、前期比18.1ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△15.2と前期比6.1ポイント、収益判断D.Iでも△18.2と同3.0ポイントとも
に低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△15.2、前期比6.1ポイント、同収益判断D.Iは△21.2、
同9.1ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△6.1と前期比3.0ポイント改善し、人手不足感がやや緩和しまし
た。また、前期比残業時間D.Iは6.1と同12.2ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が18.2％（前期6.1％）、「予定あり」が12.1％（同6.1％）を示してい
ます。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は12.1％（前期12.1％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が42.4％、「同業者間の競争激化」・｢利幅の縮小」がそれ
ぞれ21.2％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは△24.2と当期実績比9.1ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比6.1ポイン
ト、収益判断D.Iでも同6.1ポイントともに改善を見込
んでいます。また、販売価格判断D.Iでも当期実績比
3.1ポイントの改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比3.0ポイント低下、残業時間判断D.Iは同3.1ポイン
トの減少見通しとなっています。
　当面の重点施策では、 「販路を広げる」が66.7％、
「経費の節減」が45.5％、 「情報力の強化」が27.3％
と上位に挙げられました。

　自然災害の影響により安定価格での供給が難しかった。尚、消費税増税に伴い価格
見直し等を行ったが、売上・利益共に横這いで推移している。
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10月～12月期の概況

1月～3月期の見通し
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【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 15.2  60.6  24.2 

 15.2  51.4  33.4

 15.2  57.5  27.3

 15.2 54.4  30.4

15.2  81.8  3.0 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 18.2  75.7  6.1 

3.03.0  60.7  36.3 　

3.03.0  69.8 27.2

2020年（令和2年）の経営見通し
■ 卸 売 業 回答企業数33企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8
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前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格
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【人手が不足と答えた職域】
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2020年（令和2年）の経営見通し2020年（令和2年）の経営見通し

問1 貴社では、2020年の日本の景気をどのように見通していますか。

　「2020年（令和2年）の経営見通し」について調査を実施しました。

　「貴社では、2020年の日本の景気をどのように見通していますか」の質問に対し、「普通」との回答が

51.3％と最も多く、次いで「やや悪い」との回答が24.8％という結果となりました。

　そのほか、「10月以降の貴社の経営は、消費税率引上げ前の見通しと比べて、どのような影響を受けて

いますか(受けている影響とその理由)」を、次のように取り纏めました。

良い　1.3％
悪い　8.9％

問2 貴社では、2020年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。

やや悪い　21.3％

普通
62.0％

悪い　5.3％

良い　0.4％非常に悪い　0.4％

非常に良い　0％

非常に悪い　0％

非常に良い　0％

やや良い　13.7％

普通
51.3％

やや悪い　24.8％

やや良い　10.6％



　業況判断D.Iは△12.2、前期比14.6ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△17.1と前期比4.9ポイントの改善、収益判断D.Iでは△17.1と同9.7ポイント
改善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△26.8、前期比12.2ポイント、同収益判断D.Iは△24.4、
同17.1ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△9.8と前期比4.8ポイント改善し、人手不足感がやや緩和しまし
た。また、前期比残業時間D.Iは△12.2と同7.3ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が22.0％（前期24.4％）、「予定あり」が9.8％（前期14.6％）を示して
います。また、設備投資を実施したと回答した企業は2.4％（前期9.8％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が36.6％、｢大型店との競争激化｣が29.3％、「同業者間の競
争激化」が26.8％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△9.8、当期実績比2.4ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.2ポイ
ント、収益判断D.Iでも同12.2ポイントともに改善を
見込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績
比9.7ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比4.8ポイントの低下、残業時間判断D.Iにおいては同
4.9ポイント増加の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が63.4％、
「品揃えを改善する」が31.7％、「売れ筋商品の取
扱」が22.0％と上位に挙げられました。

　消費税増税による売上への大きな影響は無い。キャッシュレス決算の利用率は約40％
の状況で、地元産の商品開発により、他店との差別化に努めている。　

　業況判断D.Iは△5.9、前期比10.8ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが5.9と前期比17.0ポイント、収益判断D.Iは11.8と同11.8ポイントともに改善
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは11.8、前期比11.8ポイント、収益判断D.Iは11.8、同0.7ポイン
トともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△29.4と前期比7.2ポイント低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは△5.9と同11.5ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が23.5％（前期16.7％）、「予定あり」は17.6％（前期16.7％）を示し
ています。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」・「利幅の縮小」・「商品物件の不足」がそれぞれ29.4％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは5.9、当期実績比11.8ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比11.7ポイ
ント、収益判断D.Iでも同5.8ポイントともに改善を見
込んでおります。また、販売価格判断D.Iは当期実績
比11.8ポイントの改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横這い、残業時間D.Iは同5.9ポイント増加の見通し
となっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」・｢情報力
の強化｣がそれぞれ41.2％、「宣伝･広告の強化」が
35.3％と上位に挙げられました。

　消費税増税の影響はあまり感じてない。業況はほぼ横這いで、地方の不動産仲介
業において、次年度も大きな変化は無いと予測している。
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【業　況】 【売上額】

【収　益】

 19.5  56.1  24.4 

 14.6  53.7  31.7 

 22.0  51.2  26.8 

 19.5 48.8  31.7 

 22.0  75.6  2.4 

10～12月の
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10～12月の
実　績

1～3月の
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【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

 29.4  58.8  11.8 

 17.7 76.4  5.9

 23.5  70.6  5.9 

 17.7 70.5  11.8  5.9  82.3  11.8  

 17.7  70.5  11.8 

 11.8  88.2  0.0

 11.8  88.2  0.0

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 17.1  56.0  26.9

 19.5  70.7  9.8 

 12.2  58.5  29.3 

■ 小 売 業 回答企業数41企業（回答率100％） ■ 不動産業 回答企業数17企業（回答率94.4％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7
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　業況判断D.Iは△3.3、前期比13.0ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが10.0、前期比0.3ポイント改善、収益判断D.Iは0.0と同9.7ポイント低下しま
した。また、前年同期比売上額判断D.Iは△13.3、前期比23.0ポイント、同収益判断D.Iでは△13.3、同23.0
ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△23.3と前期比7.2ポイント低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比12.9ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が23.3％（前期22.6％）、「予定あり」が13.3％（前期6.5％）を示して
います。また、設備投資を実施したと回答した企業は16.7％（前期19.4％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が43.3％、「人手不足」が36.7％、「売上の停滞･減少」
が23.3％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△13.3、当期実績比10.0ポ
イント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比10.0ポイ
ント低下、収益判断D.Iは同横這いを見込んでいます。
また、材料価格判断D.Iは当期実績比16.6ポイントの
減少を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比3.3ポイント改善、残業時間判断D.Iでは同横這いの
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が46.7％、
「販路を広げる」が30.0％、「人材を確保する」が
26.7％と上位に挙げられました。

　消費税増税の影響は殆ど無い。若手人材の確保と従業員の定着等が、今後の課題で
ある。尚、若年層の集客に注力し、売上増加に繋げて行く方針でいる。 

　業況判断D.Iは8.8、前期比6.4ポイントの低下　　　　　
　項目別では、売上額判断D.Iが5.9と前期比3.2ポイント、受注残判断D.Iは14.7と同3.5ポイントともに低下
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは14.7、前期比14.7ポイント、同収益判断D.Iは8.8、同11.8ポイ
ントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△29.4と前期比2.1ポイント低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは5.9と前期比3.2ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が38.2％(前期30.3％）、「予定あり」が26.5％(前期30.3％）を示して
います。また、設備投資を実施したと回答した企業は5.9％(前期6.1％)となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が44.1％、「人手不足｣が35.3％、「材料価格の上昇」が
26.5％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは23.5、当期実績比14.7ポ
イント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比11.7ポイ
ント、収益判断D.Iでも同2.9ポイントともに改善を見
込んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
8.8ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比2.9ポイント改善、残業時間判断D.Iは同横這いの見
通しとなっています。
　当面の重点施策では、 「経費の節減」が58.8％、「販
路を広げる｣が41.2％、｢人材を確保する｣が29.4％と
上位に挙げられました。

　消費税増税後、特段の変化は無い。官公庁及び個人からの受注が安定しており業
況は順調で、下請け企業との連携強化に努めている。
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 23.5  70.6  5.9 

 17.6  76.5  5.9 

 14.7  76.5  8.8  17.6 73.6  8.8 

 32.3 58.9 8.8 

 23.5  76.5  0.0  

 14.7  85.3  0.0 

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 13.3  73.4  13.3 

 13.3  73.4  13.3 
 

 20.0  70.0  10.0  10.0  76.7  13.3 

 10.0  66.7  23.3 

 23.5  67.7  8.8  13.3  73.4  13.3 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 16.7  83.3  0.0 

3.3 33.3  66.7  0.0 

■ サービス業 回答企業数30企業（回答率96.8％）■ 建 設 業 回答企業数34企業（回答率94.4％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ5＿6
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　業況判断D.Iは△3.3、前期比13.0ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが10.0、前期比0.3ポイント改善、収益判断D.Iは0.0と同9.7ポイント低下しま
した。また、前年同期比売上額判断D.Iは△13.3、前期比23.0ポイント、同収益判断D.Iでは△13.3、同23.0
ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△23.3と前期比7.2ポイント低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比12.9ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が23.3％（前期22.6％）、「予定あり」が13.3％（前期6.5％）を示して
います。また、設備投資を実施したと回答した企業は16.7％（前期19.4％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が43.3％、「人手不足」が36.7％、「売上の停滞･減少」
が23.3％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△13.3、当期実績比10.0ポ
イント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比10.0ポイ
ント低下、収益判断D.Iは同横這いを見込んでいます。
また、材料価格判断D.Iは当期実績比16.6ポイントの
減少を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比3.3ポイント改善、残業時間判断D.Iでは同横這いの
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が46.7％、
「販路を広げる」が30.0％、「人材を確保する」が
26.7％と上位に挙げられました。

　消費税増税の影響は殆ど無い。若手人材の確保と従業員の定着等が、今後の課題で
ある。尚、若年層の集客に注力し、売上増加に繋げて行く方針でいる。 

　業況判断D.Iは8.8、前期比6.4ポイントの低下　　　　　
　項目別では、売上額判断D.Iが5.9と前期比3.2ポイント、受注残判断D.Iは14.7と同3.5ポイントともに低下
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは14.7、前期比14.7ポイント、同収益判断D.Iは8.8、同11.8ポイ
ントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△29.4と前期比2.1ポイント低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは5.9と前期比3.2ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が38.2％(前期30.3％）、「予定あり」が26.5％(前期30.3％）を示して
います。また、設備投資を実施したと回答した企業は5.9％(前期6.1％)となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が44.1％、「人手不足｣が35.3％、「材料価格の上昇」が
26.5％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは23.5、当期実績比14.7ポ
イント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比11.7ポイ
ント、収益判断D.Iでも同2.9ポイントともに改善を見
込んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
8.8ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比2.9ポイント改善、残業時間判断D.Iは同横這いの見
通しとなっています。
　当面の重点施策では、 「経費の節減」が58.8％、「販
路を広げる｣が41.2％、｢人材を確保する｣が29.4％と
上位に挙げられました。

　消費税増税後、特段の変化は無い。官公庁及び個人からの受注が安定しており業
況は順調で、下請け企業との連携強化に努めている。
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 23.5  70.6  5.9 
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 13.3  73.4  13.3 

 13.3  73.4  13.3 
 

 20.0  70.0  10.0  10.0  76.7  13.3 

 10.0  66.7  23.3 

 23.5  67.7  8.8  13.3  73.4  13.3 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 16.7  83.3  0.0 

3.3 33.3  66.7  0.0 

■ サービス業 回答企業数30企業（回答率96.8％）■ 建 設 業 回答企業数34企業（回答率94.4％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ5＿6
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　業況判断D.Iは△12.2、前期比14.6ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△17.1と前期比4.9ポイントの改善、収益判断D.Iでは△17.1と同9.7ポイント
改善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△26.8、前期比12.2ポイント、同収益判断D.Iは△24.4、
同17.1ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△9.8と前期比4.8ポイント改善し、人手不足感がやや緩和しまし
た。また、前期比残業時間D.Iは△12.2と同7.3ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が22.0％（前期24.4％）、「予定あり」が9.8％（前期14.6％）を示して
います。また、設備投資を実施したと回答した企業は2.4％（前期9.8％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が36.6％、｢大型店との競争激化｣が29.3％、「同業者間の競
争激化」が26.8％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△9.8、当期実績比2.4ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.2ポイ
ント、収益判断D.Iでも同12.2ポイントともに改善を
見込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績
比9.7ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比4.8ポイントの低下、残業時間判断D.Iにおいては同
4.9ポイント増加の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が63.4％、
「品揃えを改善する」が31.7％、「売れ筋商品の取
扱」が22.0％と上位に挙げられました。

　消費税増税による売上への大きな影響は無い。キャッシュレス決算の利用率は約40％
の状況で、地元産の商品開発により、他店との差別化に努めている。　

　業況判断D.Iは△5.9、前期比10.8ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが5.9と前期比17.0ポイント、収益判断D.Iは11.8と同11.8ポイントともに改善
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは11.8、前期比11.8ポイント、収益判断D.Iは11.8、同0.7ポイン
トともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△29.4と前期比7.2ポイント低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは△5.9と同11.5ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が23.5％（前期16.7％）、「予定あり」は17.6％（前期16.7％）を示し
ています。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」・「利幅の縮小」・「商品物件の不足」がそれぞれ29.4％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは5.9、当期実績比11.8ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比11.7ポイ
ント、収益判断D.Iでも同5.8ポイントともに改善を見
込んでおります。また、販売価格判断D.Iは当期実績
比11.8ポイントの改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横這い、残業時間D.Iは同5.9ポイント増加の見通し
となっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」・｢情報力
の強化｣がそれぞれ41.2％、「宣伝･広告の強化」が
35.3％と上位に挙げられました。

　消費税増税の影響はあまり感じてない。業況はほぼ横這いで、地方の不動産仲介
業において、次年度も大きな変化は無いと予測している。
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10月～12月期の概況

1月～3月期の見通し

10月～12月期の概況

1月～3月期の見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【収　益】

 19.5  56.1  24.4 

 14.6  53.7  31.7 

 22.0  51.2  26.8 

 19.5 48.8  31.7 

 22.0  75.6  2.4 

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

 29.4  58.8  11.8 

 17.7 76.4  5.9

 23.5  70.6  5.9 

 17.7 70.5  11.8  5.9  82.3  11.8  

 17.7  70.5  11.8 

 11.8  88.2  0.0

 11.8  88.2  0.0

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 17.1  56.0  26.9

 19.5  70.7  9.8 

 12.2  58.5  29.3 

■ 小 売 業 回答企業数41企業（回答率100％） ■ 不動産業 回答企業数17企業（回答率94.4％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7

 3 6 9 12 3 6 9 12 
18. 19. 

時期

小売業  主要指標の推移D.I

1～3月期
の見通し
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時期

不動産業  主要指標の推移D.I

1～3月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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　業況判断D.Iは△33.3、前期比18.1ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△15.2と前期比6.1ポイント、収益判断D.Iでも△18.2と同3.0ポイントとも
に低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△15.2、前期比6.1ポイント、同収益判断D.Iは△21.2、
同9.1ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△6.1と前期比3.0ポイント改善し、人手不足感がやや緩和しまし
た。また、前期比残業時間D.Iは6.1と同12.2ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が18.2％（前期6.1％）、「予定あり」が12.1％（同6.1％）を示してい
ます。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は12.1％（前期12.1％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が42.4％、「同業者間の競争激化」・｢利幅の縮小」がそれ
ぞれ21.2％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは△24.2と当期実績比9.1ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比6.1ポイン
ト、収益判断D.Iでも同6.1ポイントともに改善を見込
んでいます。また、販売価格判断D.Iでも当期実績比
3.1ポイントの改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比3.0ポイント低下、残業時間判断D.Iは同3.1ポイン
トの減少見通しとなっています。
　当面の重点施策では、 「販路を広げる」が66.7％、
「経費の節減」が45.5％、 「情報力の強化」が27.3％
と上位に挙げられました。

　自然災害の影響により安定価格での供給が難しかった。尚、消費税増税に伴い価格
見直し等を行ったが、売上・利益共に横這いで推移している。
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10月～12月期の概況

1月～3月期の見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 15.2  60.6  24.2 

 15.2  51.4  33.4

 15.2  57.5  27.3

 15.2 54.4  30.4

15.2  81.8  3.0 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 18.2  75.7  6.1 

3.03.0  60.7  36.3 　

3.03.0  69.8 27.2

2020年（令和2年）の経営見通し
■ 卸 売 業 回答企業数33企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8

 3 6 9 12 3 6 9 12 
 18.   19. 

時期

卸売業  主要指標の推移D.I

1～3月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格
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【人手が不足と答えた職域】

24.1％

 20 30

2020年（令和2年）の経営見通し2020年（令和2年）の経営見通し

問1 貴社では、2020年の日本の景気をどのように見通していますか。

　「2020年（令和2年）の経営見通し」について調査を実施しました。

　「貴社では、2020年の日本の景気をどのように見通していますか」の質問に対し、「普通」との回答が

51.3％と最も多く、次いで「やや悪い」との回答が24.8％という結果となりました。

　そのほか、「10月以降の貴社の経営は、消費税率引上げ前の見通しと比べて、どのような影響を受けて

いますか(受けている影響とその理由)」を、次のように取り纏めました。

良い　1.3％
悪い　8.9％

問2 貴社では、2020年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。

やや悪い　21.3％

普通
62.0％

悪い　5.3％

良い　0.4％非常に悪い　0.4％

非常に良い　0％

非常に悪い　0％

非常に良い　0％

やや良い　13.7％

普通
51.3％

やや悪い　24.8％

やや良い　10.6％



　業況判断D.Iは△8.5、前期比2.8ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△2.8と前期比5.8ポイント、収益判断D.Iでも△2.8と同4.3ポイントともに
改善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△9.9、前期比7.0ポイント、同収益判断D.Iは△8.5、同
8.5ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△11.3と前期比11.6ポイント改善し、人手不足感がやや緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは△5.6と前期比8.5ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が21.1％（前期27.1％）、「予定あり」が16.9％（前期14.3％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は8.5％（前期12.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「人手不足」が32.4％、｢売上の停滞・減少｣が31.0％、「同業者間の競争激化」が
18.3％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△1.4、当期実績比7.1ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比14.1ポイ
ント、収益判断D.Iでも同8.4ポイントともに改善を見
込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比
1.4ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比7.0ポイント低下、残業時間D.Iは同11.2ポイント増
加の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が49.3％、
「経費の節減」が45.1％、「人材を確保する」が
29.6％と上位に挙げられました。

　消費税増税の影響は想定していたより少ない。尚、若手人員の確保と老朽化した
設備の更新を検討しなくてはならない。
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10月～12月期の概況

1月～3月期の見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

10～12月の
実　績

1～3月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 22.5  66.2  11.3 

 15.5  66.2  18.3 

 19.7  66.2  14.1 

 16.9  63.4  19.7  14.1  63.3  22.6 

 14.1  70.4  15.5 

 7.0 91.6 1.4 

 12.7  84.5  2.8 

■ 製 造 業 回答企業数71企業（回答率98.6％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

時期

製造業  主要指標の推移D.I

1～3月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

 3 6 9 12 3 6 9 12 
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問4 貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。

問5 10月以降の貴社の経営は、消費税率引上げ前の見通しと比べて、どのような影響を受けて
いますか。

売上げの減少
利幅の縮小

事務負担の増加
その他

【見通しより悪い影響の理由】

（％）

【見通しより良い影響の理由】
1.3％

0.9％

0.4％

1.3％

（％）0  10  20 30  

0％

問3 2020年において貴社の売上額の伸び率は、2019年に比べておおよそどのくらいになると
見通していますか。

　　30％以上の増加
　20～29％の増加
　10～19％の増加
　10％未満の増加

【増加の割合（見通し）】
0％

0.4％

16.4％
6.6％

（％）0  10  20 30  

増加の見通し  23.4％減少の見通し  20.8％

10％未満の減少
10～19％の減少
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【減少の割合（見通し）】
14.2％

4.0％

1.3％

1.3％

（％）0  10  20 30  

変わらない
55.8％

6か月以内
1年後
2年後
3年後
3年超

【上向く時期（見通し）】
7.5％

16.4％

10.6％

（％）0  10  20 30  

すでに上向いている　8.8％

業況改善の見通しは立たない  34.1％

10.2％
12.4％

ポイント還元制度
食品等の軽減税率

自動車・住宅等の各種税制優遇措置
特需の発生

その他

10.2％

8.4％

0％

3.6％

0  10  20 30 

見通しより良い影響  3.9％

見通しと変わらない
73.9％

見通しより悪い影響　22.2％

今後、上向く見通し
57.1％
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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業226企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 業況は、小売業・不動産業で改善

10月～12月期の概況

1月～3月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△3.5、当期実績比5.8ポイント改善の見込
　来期は、製造業・卸売業・小売業・建設業・不動産業で改善を見込んでいます。項目別では、売上判断D.I
が当期実績比8.8ポイント、収益判断D.Iでも同6.7ポイントの改善を見込んでいます。また、販売価格判断
D.Iにおいては同1.3ポイントの低下を見込んでいます。雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績比
2.7ポイント低下、また、残業時間D.Iは4.5ポイントの増加見通しとなっています。当面の重点施策でも、
「経費の節減」が49.1％、「販路を広げる」が38.5％、「人材を確保する」が22.1％と上位になりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企業の
割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は
△9.3と、2019年7～9月期(前期)の調査より2.7ポイント低下し、
景況感はわずかに悪化しました。
　業種別では、製造業で2.8ポイント、卸売業で18.1ポイント、
サービス業で13.0ポイント、建設業で6.4ポイント低下しましたが、
小売業で14.6ポイント、不動産業で10.8ポイント改善しました。
　項目別では、売上判断D.Iが△3.5と前期比2.7ポイント、収益判
断D.Iにおいても3.5ポイントともに改善しました。また、前年同期
比売上額判断D.Iは△8.8、前期比5.3ポイント、同収益判断D.Iでも
△9.7、同8.4ポイントともに低下しました。
　雇用面では、人手過不足D.Iが△15.9と前期比3.1ポイント改善し、
人手不足感がやや緩和しました。また、前期比残業時間D.Iにおいては同1.8ポイント減少しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が前期比1.3ポイント低下し、借入難易度では、特に大きな変化は見られ
ませんでした。経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」・「同業者間の競争激化」がそれぞれ28.3％、
「人手不足」が26.1％と上位に挙げられました。
　また、特別調査の「2020年（令和2年）の経営見通し」について、「2020年の日本の景気をどのように見
通していますか」の質問に対し、｢普通｣が51.3％と最も多く、次いで｢やや悪い｣が24.8％という結果となりま
した。（詳しくは8～9ページに掲載しています）

3 6 9 12 3 6 9 12
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時期 1～3月期
の見通し
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業　況
前年同期比売上額
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〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 元年7月～元年9月 元年10月～元年12月 ２年1～3月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断Ｄ.Ｉは、２.７ポイント低下し△９.３。来期は、５.８ポイント改善し△３.５の見通し。

業況判断D.Iは、２.８ポイント低下し△８.５。来期は、７.１ポイント改善し△１.４の見通し。

業況判断D.Iは、１８.１ポイント低下し△３３.３。来期は、９.１ポイント改善し△２４.２の見通し。

業況判断D.Iは、１４.６ポイント改善し△１２.２。来期は、２.４ポイント改善し△９.８の見通し。

業況判断D.Iは、１３.０ポイント低下し△３.３。来期は、１０.０ポイント低下し△１３.３の見通し。

業況判断D.Iは、６.４ポイント低下し８.８。来期は、１４.７ポイント改善し２３.５の見通し。

業況判断D.Iは、１０.８ポイント改善し△５.９。来期は、１１.８ポイント改善し５.９の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

明けましておめでとうございます

結 城 信 用 金 庫
 　　理 事 長   石　塚　清　博

　令和２年の初春を迎え、謹んで新年のごあいさつを申しあげます。
　旧年中は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
　今後とも地域社会の繁栄に向けて役職員心を一つにして　　　　　　　　　　
精進してまいる所存でございます。
　本年もより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ1＿10
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